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患 7例p 術創感染4例p その他8例P 計 100例p と34
例の虫垂切除術後虫垂内容について検査を行った．
一般外科的疾患に於いて P.C.は72%，スルファ剤
は82%の完全耐性を認め C.P.は51%,S. M. 50%の
感受性， 24%,29%の比較的感受性を認め，次いでE.
M.T. C の順である事がわかった． 虫垂内容につい
ても大体同様の結果が出た． (P. C ..ペニシリン）
(S.M ..ジヒドロストレプトマイシン） (C. P ..クロ
ラムフェニコール） (T.C. .テトラサイクリン） IE. 
M ..エリスロマイシン） (Sul ；スルフインキサゾー
ル〕
第 16回岐阜外科集談会
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た．第2回手術後15日で死亡した． のでP これは舌内p 舌下部，喉頭前，上部縦隔内，頚
両側l生の聴神経唾疹は遺伝傾向が強いと云はれるが 部後方σ：胸鎖乳突iJ)］のすぐ外側或は，舌骨下方と甲状





















症例， 48才女子p 主訴，左上腹部無痛性 1卓憎p 既往



















処p 肝ー は腫大しp 腿袋はJ.l¥I.制し， ff外阻管lこ閉窓左認






































村よ外科病院 j'k ;J:j~ 完巳
42才女性，主婦．






































只今P 演者が報告しました症例中の腎孟レ線像の 方法に従えば，尿尿が生理的の排池口と異なりp 全く
内p direct pyelographyの術式，臨床的価値について 別な経路を辿る事になる欠点はあるが，手術手技が比
紹介する．本法はRP,IVPの何れにでも腎孟像の得ら 較的簡単で侵襲が少し更に上述の如き多くの利点を
れない時に，経皮的に直接に腎孟を穿刺して造影剤を 有する事を考慮に入れるならばp この欠点を補って余
注入し＇＇腎.＆ t震影を行う方法予，私が1954年にはじめ りあるものと言えよう．
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